
名 船  発 掘 〈汽船〉==

主要目1大 砲運搬船、鉄製、平尾喜平治所有、砲運

丸運搬部運航、531総トン、主機 2連成 1基、出力241

図示馬力、速力 9/ッ ト、 390年川崎造船所建造
砲 運

大砲を運んだ日本最初の重量物運搬船

（川
崎
重
工
業
提
供
）

一

一
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一

一

一砲
運
丸
」
の
後
身

「暁
丸
」
（筆
者
撮
影
）

要
基
砲
の
運
搬
船
と
し
て
誕
生

船
名
を
知
ろ
だ
け
で
、
そ
の
船
の
性
格
が
わ
か
る

実

例

が

あ

る
。
淋

水

調

Ａ

船

の

「
し

ん

か

い

６
５
０
０
」、
海
氏
ケ
ー
ブ

ル
敗
設
い

の

一
ケ
‐
デ

イ
デ
イ
オ
ー
シ
ャ
ン
リ
ン
ク
」
、
あ
る
い
は

一
フ

エ

リ
ー
●
●

一
と
名
づ
け
ら
れ
た

一
連
の
フ
ェ
リ
ー
群

も
そ
う
だ
し
、
古

い
と
こ
ろ
で
は
、
初
期
の
鉄
道
貨

車
航
送
船
に

一‐車
運
丸
」
と
い
う
船
が
あ

っ
た
。

こ
こ
に
紹
介
す
る

「
砲
運
丸
」
も
、
そ
の
典
型
例

で
、
文
字
ど
お
り
大
砲
を
運
肌
す
る
た
め
に
建
造
さ

れ
た

ユ
ニ
ー
ク
な
貨
物
船
だ
。

先
成
し
た
の
は

一
人
九
〇

（明
冶
二
十
二
）
年
八

川
。
廷
辻
所
は
川
崎
丁
蔵
の
十‐‐‐
人
経
常
時
代
の
川
崎

造
船
所
で
あ
る
。

造
船
協
会

の

，
日
本
近
世
造
船
史
』
こ

九

一
一

年
刊
）
に
、
同
船
の
記
述
が
見

つ
か
っ
た
。

「
明
治
二
十
二
年
、
川
崎
造
船
所
が
平
尾
儀
平
次
の

注
文
に
依
り
、
大
砲
運
般
の
日
的
を
以
て
、
設
計
新

造
せ
し
砲
運
丸
は
、
共
当
時
に
け
て
、
和
叉
彩
を
放

て
り
。
同
崎
は
、
大
阪
よ
り
陛
“
各
要
呆
に
■
砲
を

延
般
す
る
も
の
に
て
、
四
十
屯
水
気
起
重
機

一
台
を

術

へ
、
前
愉
に
は
、
大
砲
を
件
戒
す
る
に
必
要
な
る

特
種
の
構
造
設
備
を
施
せ
る
も
の
な
り
。
」

つ
ま
り
こ
の
船
は
、
大
阪
の
陸
軍
砲
兵
工
廠
で
つ

く
ら
れ
た
い
ろ
い
ろ
な
重
砲
を
、
沿
岸
各
地
に
建
設

中
の
要
基
に
運
搬
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
建
造
さ



れ
た
特
殊
な
貨
物
船
で
あ
っ
た
。
こ
ん
に
ち
の
専
用

貨
物
船
の
は
し
り
で
あ
る
。

こ
の
目
的
の
た
め
、
そ
の
こ
ろ
の
船
で
は
珍
し
い

船
尾
機
関
型
が
採
用
さ
れ
、
二
区
画
の
船
倉

ハ
ッ
チ

の
長
さ
が
そ
れ
ぞ
れ
約
十

一
メ
ー
ト
ル
と
、
船
型
に

比
し
て
か
な
り
大
き
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
上
甲
板
に

四
十
ト
ン
の
ネ
気
ク
レ
ー
ン

（旋
回
式
）
が
装
備
さ

れ
た
ほ
か
、
船
倉
は
、
砲
身
を
搭
載
で
き
る
よ
う
に

特
別
な
強
構
造
に
な
っ
て
い
た
。

こ
の
大
き
さ
の
貨
物
船
で
、
四
十
ト
ン
ク
レ
ー
ン

を
備
え
て
い
る
船
は
、
あ
ま
り
見
か
け
な
い
。
む
ろ

ん
、
日
本
で
最
初
の
重
量
物
運
搬
船
で
あ
る
。

同
船
は
ま
た
、
二
十
隻
ほ
ど
の
数
少
な
い
国
産
鉄

船
の

一
隻
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
中
の
最
大
船
で
も

あ
っ
た
。
鉄
船
時
代
が
短
か
っ
た
日
本
で
は
、
本
船

か
ら
す
ぐ
に
鋼
船
の
時
代
に
移

っ
た
た
め
、
鉄
船
が

あ
ま
り
建
造
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

テ
ー
ム
を
組
ん
で
輸
送

に
従
事

こ
の
異
色
の
貨
物
船
を
川
崎
造
船
所
に
発
注
し
た

の
は
大
阪
の
個
人
船
主
平
尾
喜
平
治
で
あ
る

（船
主

名
は

『船
名
録
」
に
よ
っ
た
が
、
川
崎
重
工
の
社
史

で
は
平
尾
喜
平
次
と
な

っ
て
い
る
）
。
そ
し
て
、
平

尾
の
経
常
す
る
砲
避
丸
運
搬
部
が
、
陸
軍
省
の
委
託

を
受
け
て
同
船
を
運
航
し
た
。

こ
れ
は
小
林
義
秀
氏
の
指
摘
に
よ
る
も
の
だ
が
、

こ
こ
に
紹
介
す
る
峻
工
当
初
の

「砲
運
丸
」
の
写
真

を
よ
く
見
る
と
、
船
首
に
一
五
の
波
を
か
た
ど
っ
た

陸
軍
運
送
船
旗
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
お
わ
か
り
だ

ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
が
二
電
波
の
同
図
案
の

も
の
は
海
軍
運
送
船
旗
で
あ
る
。

平
尾
は
同
船
竣
工
の
前
年
に
も

「砲
曳
丸
」
と
い

う
曳
船
と
、
「砲
昨
丸
」
（ほ
う
ふ
ま
る
）
と
い
う
ハ

シ
ケ
を
川
崎
造
船
所
で
建
造
し
て
い
る
。
「砲
摩
丸
」

に
は
同
型
船
が
二
隻
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
こ

れ
ら
の
船
ぶ
ね
が

「砲
運
丸
」
を
中
心
に
チ
ー
ム
を

組
ん
で
大
砲
輸
送
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
し

て
い
る
。
「砲
運
丸
」
は
喫
水
が
三
メ
ー
ト
ル
程
度

し
か
な
い
が
、
そ
れ
で
も
水
深
の
浅
い
海
で
は
、　
ハ

シ
ケ
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

ハ
ー
ド
面
の
特
色
に
加
え
て
、
こ
う
し
た
避
用
面

の
工
夫
が
役
立
ち
、
「砲
運
丸
」
は
陸
軍
に
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
大
切
な
民
間
船
と
な

っ
た
。
以
後
、

大
正
の
末
に
百
五
十
ト
ン
・
ク
レ
ー
ン
を
備
え
た
陸

軍
省
の

「蜻
洲
丸
」
（せ
い
し
ゅ
う
ま
る
）
が
登
場

す
る
ま
で
、
「砲
運
丸
」
は
、
軍
用
の
王
員
物
運
般

船
と
し
て
存
分
の
活
躍
を
し
た
の
で
あ
る
。

記
録
的
な
長
寿
を
た
も

つ

「砲
運
丸
」
は
長
寿
だ
っ
た
。
明
治
、
大
正
、
昭
和

と
働
き
、
戦
後
ま
で
生
き
た
。

一
九
五
四

（昭
和
二
十
九
）
年
の
夏
こ
と
だ
。

筆
者
は
、
東
京
港
の
豊
洲
石
炭
埠
頭
に
、
市
ぼ
け

た
貨
物
船
が
接
岸
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
い
ま
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